
北海道厚真町 渡部 真子 農業・林業

【年 齢】
３５歳

【出身地】
神奈川県 川崎市

【転出元】
北海道 恵庭市

【前 職】
観光牧場

【活動時期】
R３.６～

厚真町で協力隊を経て独立した西埜さんと元々知り合いで、
私が前職の牧場を辞めた際に、西埜さんが札幌で行ってい
た馬搬現場を訪れ、働く馬がいる林業現場がとても面白
い！と思ったことがきっかけです。ちょうど厚真町の協働
型協力隊の話が出ていた時で、この制度を使って新しい分
野でやってみたいと思い応募しました。

【活動の様子を発信しているSNS・ブログなど】
（メールアドレス）iju@town.atsuma.lg.jp

馬搬、森林について理解し、一人でもできる知識と技術を
身に付けたいです。また、丁寧な木材搬出や手作業の多い
仕事ならではの材や山の恵みを販売に繋げられる事業を行
いたいと考えています。
ハスカップ栽培にも力を入れたいと思っています。農業に
ついて学びを深め、農薬や化学肥料に頼らない農法でハス
カップや野菜などを持続的に育てることも目標の一つです。
また、馬と子どもたちの活動の幅を広げ、自然と動物と子
どもを結びつけた仕事をしていきたいと考えています。

協力隊に応募したきっかけ

今後の抱負・任期後の目標

連絡先

活動内容基本情報

●馬搬
馬搬現場は２シーズンやって少し慣れてきています。
何が危ないか感じながら安全に作業できるように
なってきたと思います。まだ伐倒や、選木が難し
かったり、樹種の知識も浅く勉強したいことが山積
みですが、馬との会話は以前よりうまくでき、安心
して木を運べるようになってきたと思います。

●ハスカップ栽培
地元のハスカップ農家のおばあちゃんから３００株
ほどを借りて、剪定や摘み取りなど栽培方法を学び
ながら出荷まで行っています。今年は札幌のレスト
ランに売り先が確保でき、去年より売り上げをあげ
ることができました。大変な仕事ですが、地元の方
が温かく受け入れてくださって、嬉しく思います。

●馬と子供の活動
月に３回ほど厚真町内の小学校に馬を連れて行き子
供達と馬搬や、馬ソリ、乗馬や森の整備を楽しんで
います。回数を重ねると上手に馬を扱える子が増え
てきたり、何が危ないか子どもたち自身で気づける
場面もあり、日々の変化が楽しいです。子どもたち
のやりたい！を伸ばせると良いなと思っています。
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